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整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（香川県　平成25年度）

メニュー

①

メニュー

②
事業内容 事業費

（円）

観音
寺市

香川県農業協
同組合

果樹
(梨)

【果樹】
（ブランド産
品の出荷割合
の増加）

4.4% 18.9% 21.7% 15.0% 163.2%

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ産品の
出荷割合が計
画時より17.3%
増加した。

果樹
(梨)

【果樹】
（契約出荷割
合の増加）

30.3% 42.6% 50.2% 45.5% 130.9%

契約出荷の割
合が計画時よ
り、19.9%増加
した。

・集出荷貯蔵施設
(処理量400ｔ/年)

116,621,400 54,000,000
　
-

　
-

62,621,400 平成24年7月26日

（旧香川豊南
農業協同組
合）

事業実施地区
において、梨
のブランド産
品「さぬき讃
フルーツ」の
出荷割合の増
加

なお、達成率
は、JAの出荷
ﾃﾞｰﾀｰを基に以
下のとおり算
出した。

事業実施地区
において、梨
の契約出荷割
合の増加

なお、達成率
は、JAの出荷
ﾃﾞｰﾀｰを基に以
下のとおり算
出した。

内訳
･透過式光センサー 1台
･フリートレイ式選果機
2条合流式　他

計画時
（平成
23年）

１年後
（平成
24年）

成果目標の具
体的な内容②

成果目標の具
体的な実績①

３年後
（平成
年）

１年後
（平成
24年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月日

達成率

目標値
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

計画時
（平成
23年）

３年後
（平成
年）

２年後
（平成
25年）

２年後
（平成
25年）

備考
（工種、施設区分、構
造、規格、能力等）

成果目標の具
体的な実績②

・フリートレー方式や透過式
光センサーによる梨選果シス
テムの整備により、近年、温
暖化の進展で問題となってい
る内部品質の劣化等を判別で
きるようになり、実需者ニー
ズに応じたブランド産品及び
契約取引の出荷割合が増加
し、産地競争力が強化した。

・非破壊選果機を反射型光セ
ンサーから透過型光センサー
に機能強化したことで、糖度
などの選果精度が向上し、従
来、下位等級に格付けしてい
た果実が適正評価できるよう
になり、ブランド産品（さぬ
き讃フルーツ推奨制度で定め
る品質基準を満たす果実）の
出荷比率が向上した。
・さらに、果実の内部褐変症
状が判別できるようになった
とともに、選果ラインをフ
リートレイ式に機能強化した
ことで、果実傷みのクレーム
が大幅に改善された。
・目標年である平成25年は、
昨年に引き続き選果データー
に基づく高品質果実生産に向
けた指導を行うとともに、実
需者と連携した消費宣伝活動
の強化を図り、成果目標を達
成した。

事業実施主体の評価

事業実施後の状況②

①計画時比率
②目標年の比
率
③H25実績比率
④目標達成率
=(③-①)/(②-
①)

その他
(自己負担)

都道府県の評価

達成率130.9%
＝(③50.2%-①
30.3%)/(②
45.5%-①
30.3%)

市町
等名

事業実施主体
名

事業実施後の状況①

負担区分（円）

交付金
都道
府県
費

（対象
作物・
畜種等
名）

成果目標の具
体的な内容①

都道府県平均達成率 147.0% 総合所見 香川県農業協同組合では、梨選果システムの整備のほか選果データーを元にした高品質果実の生産指導などにより、非常に高い事業効果を得ており、目標値を大きく上回る達成率となった。

市町
村費

①計画時比率
②目標年の比
率
③H25実績比率
④目標達成率
=(③-①)/(②-
①)

達成率163.2%
＝(③21.7%-①
4.4%)/(②
15.0%-①4.4%)

（対象
作物・
畜種等
名）


